
 

み
ん
な
元
気
？
新
し
い
年
最

初
の
笠
鉾
の
紹
介
は
私
が
し

な
く
ち
ゃ
ね
。
え
っ
？
誰
か
っ

て
？
失
礼
ね
。
み
ん
な
の
ア
イ

ド
ル
ま
つ
り
ち
ゃ
ん
よ
。
今
日

は
ち
ょ
っ
と
お
め
か
し
し
て
み

た
の
よ
。
か
わ
い
い
で
し
ょ
？ 

 

さ
て
、
1

月
の
笠
鉾
は
松

よ
。
松
は
元
々
神
さ
ま
が
宿

る
木
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

新
年
に
は
ピ
ッ
タ
リ
ね
。
こ
の

笠
鉾
の
松
は
、
菅
原
道
真
に

関
わ
る
お
話
に
出
て
く
る
「
老

松
」
と
い
う
長
生
き
の
松
な
の

（
詳
し
く
は
で
ん
で
ん
プ
レ
ス 

 
 

あ
8
を
見
て
ね
）
。
そ
し
て
2

階
の
お
宝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

す
る
の
は
笠
鉾
松
の
水
引
幕
、

「
黒
天
鵞
絨
地
向
い
双
龍
模

様
縫
水
引
幕
」
よ
。
辰
年
に
ぴ

っ
た
り
じ
ゃ
な
い
？
龍
は
、
中

国
で
作
り
出
さ
れ
た
想
像
上

の
生
き
物
で
、
あ
ら
ゆ
る
動
物

の
祖
で
あ
る
と
考
え
ら
え
ら

れ
て
た
の
よ
。
そ
し
て
龍
は
水

と
関
係
が
深
く
て
、
天
に
昇
る

と
か
雨
を
降
ら
せ
る
と
か
い
ろ

い
ろ
な
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
た
わ
。
も
ち
ろ
ん
写
真
撮

影
は 

 
 

。
携
帯
電
話
の
待

ち
受
け
に
し
た
ら
今
年
一
年

い
い
年
に
な
る
か
も
。
ち
な
み

に
写
真
の
左
が
雄
、
右
が
雌

よ
。
今
年
も
お
祭
り
で
ん
で
ん

館
に
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
て

ね
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今月の笠鉾 
- 笠鉾 松 - 
展示期間：12/24(日)～1/27(土) 

 

お
い 

く
ろ  

び 

ろ 

ー 

ど  

じ 

そ
う 

り
ゅ
う 

ぬ
い 

み
ず 

ひ
き 

ま
く 

た
つ 

ど
し 

お
す 

ま
つ 

Ｏ
Ｋ 

め
す 

笠鉾松水引幕「黒天鵞絨地向い双龍模様縫水引幕」※この水引幕の展示は 1 月 10 日から 2 月 4 日まで 

No. 

す
が 

わ
ら
の 

み
ち 

ざ
ね 

※  



 

 

と 
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1
月
14
日
（日
） 

10
時
～
11
時 

※
開
場
9
時
30
分 

 

と
こ
ろ 

お
祭
り
で
ん
で
ん
館 

会
議
室 

 

内 

容 

第
10
回
目 

「干
拓
地
の
芸
能
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
」 

 
 

                 

講 

師 

お
祭
り
で
ん
で
ん
館 

学
芸
員 

北
原
美
希 

 

定 

員 

先
着
30
人 

※
事
前
申
し
込
み
不
要 

令
和
6
年
4
月
分
の
予
約
は
、
1
月
か
ら
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
年
始
に
休
館
日
を
設

け
て
い
る
関
係
で
、
予
約
開
始
日
は
、
1
月
4
日

（木
）か
ら
と
な
り
ま
す
。 

八
代
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
、

干
拓
地
。
そ
の
歴
史
を
物
語
る
よ
う
な
民
俗

芸
能
が
、
八
代
市
に
は
た
く
さ
ん
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
は
、
ど
れ
も

魅
力
的
な
も
の
ば
か
り
。
今
回
は
、
そ
の
民
俗

芸
能
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
た
っ
ぷ
り
お

伝
え
し
ま
す
。 

 イ草やトマトに代表される豊かな農作物を育む八代平

野は、その約 3分の 2が干拓によって造られた大地です。

この干拓では多くの人々が工事に従事しました。そして、

この干拓工事は、大地だけではなく、干拓地ならではの民

俗芸能を生み出すことにもなりました。 

 特に、鏡町、千丁町では、大鞘節（大鞘名所）、女相撲、

棒踊り、銭太鼓など、みなさんも聞いたことがある芸能が

現在でも伝承されています。 

今回の展示では、これらの民俗芸能の魅力に迫り、紹介

していきます。1 月 21 日（日）のイベントで実際に見る

ことや体験することができる芸能もありますので、ぜひ、

ご覧ください。 

 

令
和
6
年
4
月
分
の
予
約
開
始
日
時 

 
 

 

令
和
6
年
1
月
4
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら 

  

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
・
空
き
状
況
の
確
認
が

で
き
ま
す
。
八
代
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

予
約
シ
ス
テ
ム 

会
議
室
詳
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お祭りでんでん館（八代市民俗伝統芸能伝承館） 〒866-0863 熊本県八代市西松江城町１-４７ 

TEL 0965-37-8737  FAX 0965-37-8738  MAIL bunka@city.yatsushiro.lg.jp 

イ
ベ
ン
ト
情
報
・
お
し
ら
せ 

会議室予約 でんでんＨＰ Instagram 

月
イ
チ
文
化
財
講
座
⑩ 

２階お宝ギャラリー展示～干拓地の民俗芸能～ 
 

1/21（日）さしよりきてみらんね 冬の一日体験DAY！ 
お祭りでんでん館を会場に、冬の一日体験 DAY が開催

されるよ。八代の民俗芸能を知ってもらいたい！盛り上げ

たい！と、30 もの保存会が一致団結して行われる初めて

のイベントなんだ。屋外スペースでは、八代市各地域の

“おいしい”を集めた「ぽかぽかマルシェ」もあるよ。 

 

 

展示期間：1/10(水)～4/7(日) 
 

銭太鼓（千丁町） 芝口棒踊り（鏡町） 

 ところでみんなは「さしより」って分かる？（大人は「さ

しよりビール」とか言ってるけど…。）このイベントのタ

イトルにもなっている「さしよりきてみらんね」は、「と

りあえず来てごらん！」っていう意味だよ。楽しめること

間違いなし！お祭りでんでん館で待ってるよ～☆ 

10：00～11：00 

妙見祭の子供獅子舞演舞と 
記念撮影 

11：00～12：00 

千丁町女相撲公演と 

記念撮影 

13：00～14：00 

妙見祭の花奴体験 

15：00～16：00 

芝口大鞘節体験 

14：00～15：00 

とび出す絵本づくり 
 

※10：30 受付開始 先着 30 名 

整理券を配付します 

お祭りでんでん館  
 

⋆ 観覧料 大人 300円（240円） 高大生 200円（160円） 

      ※（ ）は、20名以上の団体料金 

     小中学生以下、障がい者手帳提示の方は無料 


